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要　　　約

屋外で得たクマネズミ（Rattus rattus）の主に胃内容物の観察から、種子の形態と被食

散布の関係を検討した。その結果、①種子が可食部分であるスズメノコビエ（Paspalum

scrobiculatum）やトクサバモクマオウ（Casuarina equisetifolia）では一部の種子がかみ砕

かれず、②果皮などの種子周辺組織が可食部分であるナス科（Solanaceae）、ハチジョウ

グワ（Morus kagayamae）、クサトケイソウ（Passiflora foetida）ではすべての種子がかみ

砕かれない状態で胃内に見いだされた。したがって、嚥下されやすい形態であれば、種子

周辺組織が可食部分である場合には被食散布されやすく、また、種子が可食部分であって

もそしゃく漏れの種子が散布されると推測される。

Ⅰ．はじめに

小笠原諸島に生息するクマネズミ（Rattus rattus）は、動植物を食害して在来生態系に

影響を与える侵略的外来種である（渡邊ほか、2003; Abe, 2007; Yabe et al., 2009, 2010;

Kawakami et al., 2010; Hashimoto, 2010; Abe & Umeno, 2011）。クマネズミは果実・種子を

好むことから（Yabe, 1979）、これらを食べることによる影響や種子散布による影響はとく

に大きいはずである。クマネズミを含む家鼠には多くの野鼠と異なり貯食性がないので

（Yabe et al., 1995;矢部、2008）貯食散布はないが、果実・種子を物陰に運んで食べる場合

があり（渡邊ほか、2003; Abe, 2007）、これらが食べ残されれば発芽することになる。

また被食散布の影響も知られる。Shiels（2011）は、果実・種子が小さいほど大量に食

べられ、被食散布される可能性が高いことを、クマネズミを対象にした実験で明らかにし

た。このようにクマネズミによる被食散布については、果実・種子の採食状況や糞に含ま

れる種子の発芽状況の分析を基本とする研究（例：Williams et al., 2000; Bourgeois et al.,

2005）が中心に行われてきた。しかし、食べられた果実・種子の消化管内における状態や、

これが被食散布に与える影響については解明されていない。そこで胃内における果実・種

子の状態を調べ、これと被食散布との関係について検討した。

― 17 ―



Ⅱ．材料と方法

屋外で捕獲されたクマネズミの胃内容物分析の過程で、植物名が確認できた果実・種子

を今回の検討の対象とした。スズメノコビエ（Paspalum scrobiculatum）とトクサバモク

マオウ（Casuarina equisetifolia）については、2005－2006年に西島（父島列島）で捕らえ

たネズミの胃内容物を分析し、ナス科植物（Solanaceae）については2010年2月に南島

（父島列島）で捕らえたネズミの胃内要物を分析した。ハチジョウグワ（Morus kagayamae）

については1975－1976年に伊豆諸島三宅島の森林原野で得られたクマネズミの胃内容物

（Yabe, 1979）を分析し、またクサトケイソウ（Passiflora foetida）については2002－2003

年にフィリピンのルソン島パンガシナン州の植栽林で得られたクマネズミ（R. rattus

mindanensis）の胃内容物（矢部、2008）を分析した。

ネズミはいずれもラット用弾き罠（スナップトラップ）で捕獲したものである。捕獲後

に胃を摘出して10－15％のホルマリンに保存した後に、実体顕微鏡下で胃内容物を分析

した。また、西島ではスズメノコビエが優占する草原でクマネズミの糞を採集し、これも

分析に供した。

Ⅲ．結果と考察

胃内容物を観察すると、スズメノコビエの場合にはかみ砕かれない種子（直径1.8－1.9

mm）がかなり残っていた。これは糞の場合も同様であった（図1A、B）。スズメノコビエ

の穂（3－6 cm）はクマネズミが手にとって食べるのに手ごろな大きさであるが、種子は

小さいためにそしゃく漏れが生じたものと推測される。トクサバモクマオウの場合には、

樹下にかじられた球果（図1C）が多数見られたが、胃内には種子（長径5.0－5.5 mm）と

果皮が見いだされ、球果の組織は認められなかった（図1D）。この場合、多くの種子がか

み砕かれたが､傷ついただけの種子もあった。傷ついただけの種子は発芽する可能性があ

る。したがってスズメノコビエやトクサバモクマオウのように、種子が可食部分であって

も、クマネズミはすべての種子を完全にそしゃくするわけではない。ナス科植物の種子

（図2A、長径4.0－4.8 mm）と、ハチジョウグワの種子（図2B、長径2.2－2.4 mm）およ

びクサトケイソウの種子（長径約4.5 mm、図2D）は全くかみ砕かれていなかった。なお、

Shiels（2011）は長径≦1.5 mmの種子が被食散布されやすいと指摘しているが、クサトケ

イソウの種子はこれよりも大きな値を示した。

このように嚥下されやすい形態であればクマネズミによって被食散布される。しかし、

果皮などの種子周辺組織が可食部分であるか、あるいは種子が可食部分であるかの違いに

よって被食散布の効率は異なる。また、2009年2月に兄島で得たクマネズミの胃内には、
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図1 クマネズミに被食散布される種子－種子が可食部分

スズメノコビエの種子に満たされた糞（A）および糞内の種子（B）、かじられたトクサバ
モクマオウの球果（C）と胃内の種子（D、矢印）。

図2 クマネズミに被食散布される種子－種子周辺組織が可食部分

胃内に見いだされたナス科植物の種子（A）、胃内に見いだされたハチジョウグワの種子
（B、矢印）、クサトケイソウの果実（C）と胃内に見いだされた種子（D）。



タコノキ（Pandanus boninensis）の、繊維質に富む橙色に熟した中果皮が頻繁に出現した

が、原形を保つ種子（長径約16 mm）を確認することはなかった（矢部、未発表資料）。

この種子の場合にはたぶん胚を含むすべての部分がそしゃくされて、被食散布は行われな

いものと推測される。排泄された種子の発芽率については観察しなかったが、ナス科植物

やハチジョウグワ、クサトケイソウの発芽率は高く、これらに比べるとスズメノコビエや

トクサバモクマオウの発芽率は低いはずである。

A b e（2007）は西島でクマネズミを対象に実験をし、タコノキ、モモタマナ

（Terminalia catappa）、ヤロード（Ochrosia nakaiana）のような大型の果実は遠方まで運

ばれるが被食率は低く、ギンショウダモ（Neolitsea sericea var. aurata）やオガサワラビロ

ウ（Livistona boninensis）のような小型の果実は、運搬距離が短いものの高い被食率を示

す傾向のあることを明らかにした。しかし、小型の果実は近い場所で消費されてもその種

子が消化管内に保持されて遠方に運ばれることが、今回の観察から推察される。

このように種子の形態によって、①種子のそしゃく漏れをもたらす型（スズメノコビエ、

トクサバモクマオウ）と、②種子が全くそしゃくされない型（ナス科、クワ、クサトケイ

ソウ）のほかに、③完全にそしゃくされ、したがって被食散布されない型（たぶんタコノ

キ）があり、これらの型が被食散布の効率に影響を与えると推測される。

被食散布にはクマネズミの持つ行動範囲も関与するであろう。クマネズミの行動圏は距

離にして30－50 mほどであるが200 mに達する場合もある（Davis, 1953; Jackson &

Strecker, 1962）。これに加えて、果実の大きさによる運搬距離の違い（Abe, 2007）、果

実・種子に対する嗜好性の違い（渡邊ほか、2003; Shiels, 2011）なども関与することにな

る。

スズメノコビエとトクサバモクマオウは小笠原諸島の多くの島に分布し（Kobayashi &

Ono, 1987; 豊田、2003）、西島ではこれらの種子がクマネズミの主要な食物であった

（Yabe et al., 2010）。ナス科植物として南島ではムニンホオズキ（Lycianthes boninensis）、

イヌホオズキ（Solanum nigrum）、アツバクコ（Lycium sandwicense）およびタバコ

（Nicotiana tabacum）が知られるが胃内に見い出されたものはイヌホウズキであろう（安

井、私信）。そのほかのナス科植物も小笠原諸島の多くの島で知られる（Kobayashi &

Ono, 1987;豊田、2003;日本林業協会、2004）。ハチジョウグワの果実はクマネズミの好物

であり、三宅島では多くの胃内容物がこの果実で占められていた（Yabe, 1979）。小笠原諸

島にはシマグワ（M. australis）とオガサワラグワ（M. boninensis）が分布し（Kobayashi

& Ono, 1987;日本林業協会、2004）、1989年12月に父島（奥村）で行った調査では多くの

胃内容物がシマグワの果実で満たされていた（矢部、未発表資料）。クサトケイソウの果
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実はクマネズミの好物であり（矢部、2008）、本種は硫黄島（火山列島）に分布する

（Kobayashi & Ono, 1987）。したがってクマネズミの分布する島嶼では、上に示したような

被食散布の型をとおした植物分布上の影響を受けるであろう。
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